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 [授業の概要・目的]
　法学に関する英語の専門的文献を精読することにより、分野の基礎知識を習得するとともに、専
門的な英語論文の内容を正確に理解して読み進める訓練を行う。
　この授業では、法的責任の基礎理論に取り組む英語論文を精読する。その読解を通して、不作為
による責任をめぐる理論問題につき、責任の道徳的基礎の観点から考察する。

 [到達目標]
　法学の基礎知識を習得する。また、専門的な英語論文の内容を正確に理解して、適切な日本語に
翻訳する能力を身に付ける。
　不法行為制度の目的や内容について基礎的理解を得るとともに、不作為による責任をめぐる理論
問題についての１つの考え方を理解する。

 [授業計画と内容]
　Tony Honoré, Responsibility and Faultから、Are Omissions Less Culpable? の章（26頁分）を精読する。
本論文は、著名な法哲学者が不作為による法的責任について論じたものであり、責任の道徳的基礎
の観点から、不作為と作為の区別、作為義務の成立根拠、不作為による責任と作為による責任の重
さといった問題を考察している。

第１回　イントロダクション
　講読する文献および参考文献等について説明する。
　授業の進め方を説明し、班分けと、訳読の分担を割り当てる。
　講読にあたっての前提知識として、不法行為責任の成立要件について概説する。
第２回～第14回　講読
　授業は、受講者が割り当てられた担当部分を和訳し、教員が解説・補足を加えるかたちで進める。
和訳の割当ては、班ごとによる。
　刑法総論の不作為犯論についても、報告を求めることがある。
≪期末試験≫
第15回　フィードバック
　試験の意図を解説し、参考文献等を摘示して学生の自習を支援する。

 [履修要件]
外国文献講読（法・英）は専門への導入コースであるため、２回生以上を対象とする。
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 [成績評価の方法・観点]
【評価方法】 
成績評価は、期末試験（筆記試験）60％と平常点評価40％による。
平常点は、出席と参加の状況、報告・訳文の内容、質疑への受け答えにより評価する。
５回以上欠席した場合は、不合格とする。

 [教科書]
Tony Honoré 『Responsibility and Fault』（Hart Publishing, 1999）ISBN:978-1841133997
授業で講読する部分については、開講前または授業時にコピーを配布する。詳細は、KULASISまた
はPandAを通じて通知する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
毎回の授業では、訳読を担当しない部分についても、事前に目を通しておくこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
この科目は法学部生を対象に開講される科目です。履修人数に余裕があれば、法学部以外の学生も
履修することが可能ですが、法学部事務室で事前申込が必要です。詳細は履修（人数）制限に関す
るお知らせで確認してください。


